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第2編 産業経済

第
一
章

産
業
の
動
向

第
一
節

最
近
の
移
り
変
わ
り

こ
の
一
〇
年
の
産
業
の
移
り
変
わ
り
を
記
述
す
る
と
き
、
バ
ブ

ル
と
そ
の
崩
壊
を
抜
き
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

大
都
市
を
中
心
に
、
地
価
が
際
限
を
知
ら
ぬ
か
の
よ
う
に
高
騰

し
、
株
価
も
同
様
の
状
態
で
、
平
成
景
気
に
日
本
全
体
が
沸
き
か

え
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
国
の
取
っ
た
投
機
的
土
地
売
買
の
抑
制

な
ど
と
と
も
に
地
価
が
鎮
静
化
し
、
文
字
ど
お
り
バ
ブ
ル
が
ほ
じ

げ
ろ
と
、
都
市
の
マ
ン
シ
ョ
ン
や
建
売
住
宅
の
価
格
が
急
落
し
、

株
価
も
下
落
し
た
。

バ
ブ
ル
景
気
の
と
き
は
、
こ
の
山
間
僻
地
に
お
い
て
は
、
特
に

自
覚
は
な
か
っ
た
が
、
バ
ブ
ル
が
ほ
じ
け
て
か
ら
の
長
び
く
不
景

気
は
、
直
接
・
間
接
に
そ
の
影
響
を
感
じ
ず
に
は
お
れ
な
い
。

本
村
に
直
接
関
係
す
る
も
の
を
挙
げ
て
も
、
木
材
に
続
き
牛
肉

の
輸
入
自
由
化
に
よ
り
、
価
格
の
低
迷
が
長
期
化
し
、
今
日
の
状

況
を
招
い
て
い
る
。

特
に
、
そ
の
影
響
が
著
し
い
林
業
に
お
い
て
は
、
長
期
化
す
る

木
材
価
格
の
低
迷
が
、
育
林
へ
の
意
欲
の
減
退
を
招
き
、
除
・
間

伐
や
枝
打
ち
の
遅
れ
、
加
え
て
林
業
従
事
者
の
高
齢
化
、
後
継
者

不
足
が
危
機
的
状
況
下
に
あ
り
、
林
業
の
担
い
手
の
確
保
・
育
成

が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
農
業
で
の
重
大
事
は
、
何
と
い
っ
て
も
ガ
ッ
ト
・
ウ
ル

グ
ァ
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
(
新
多
角
的
貿
易
交
渉
)
農
業
交
渉
の
実
質
的

な
合
意
に
よ
る
コ
メ
の
ミ
ニ
マ
ム
・
ア
ク
セ
ス
機
会
(
最
低
輸
入

量
)

の
受
け
入
れ
の
決
定
が
な
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に

よ
り
、
聖
域
と
ま
で
い
わ
れ
た
コ
メ
が
、
段
階
的
に
量
を
増
や
し

て
輸
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
の
、
関
税
化
は
、
二
〇
〇
〇

年
ま
で
実
施
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
農
林
水
産
省

は
、
平
成
四
年
六
月
「
新
し
い
食
料
、
農
業
、
農
村
政
策
の
方

向
」

(
新
農
業
政
策
)
を
発
表
し
て
、
今
後
の
農
政
の
指
針
を
出

し
た
が
、
日
本
の
コ
メ
を
中
心
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
が
将
来
の
日

本
の
農
業
に
と
っ
て
、
非
常
に
重
大
な
局
面
を
む
か
え
た
と
い
え

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
農
林
業
を
取
り
巻
く
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
下
に

あ
っ
て
も
、
美
川
村
に
お
い
て
は
、
農
林
業
を
抜
き
に
し
て
村
の

産
業
振
興
は
あ
り
得
な
い
と
の
認
識
に
立
ち
、
劣
悪
な
土
地
条
件
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の
も
と
、
国
・
県
の
あ
ら
ゆ
る
補
助
や
援
助
を
受
け
、
ま
た
、
村

単
独
事
業
で
も
産
業
振
興
施
策
を
実
施
し
た
の
で
、
以
下
に
お
い

て
、
そ
の
主
な
も
の
を
記
述
す
る
こ
と
と
す
る
。

第
二
節

農
林
業
の
概
況

一

土
地
利
用
の
状
況

美
川
村
の
総
面
積
は
、
従
来
、
一
万
三
五
〇
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

さ
れ
て
い
た
が
、
国
土
地
理
院
の
「
全
国
都
道
府
県
市
区
町
村
別

面
積
調
」

に
よ
り
、
そ
の
面
積
測
定
法
や
測
定
精
度
の
向
上
に
よ

り
面
積
値
が
改
訂
さ
れ
、
現
在
一
万
三
四
三
人
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な

り
、
六
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
狭
く
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。
一
九
九
〇
年

(
平
成
二
年
)

の
農
林
業
セ
ン
サ
ス
で
み
る
と
、
そ
の
う
ち
、
耕
地

面
積
は
、
四
五
人
ヘ
ク
タ
ー
ル

(
耕
地
率
三
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
)

で
、
一
〇
年
前
に
比
べ
五
人
ヘ
ク
タ
ー
ル
減
少
し
た
、

し
か
し
、
耕
地
の
利
用
率
に
つ
い
て
は
、
一
二
六
・
二
パ
ー
セ

ン
ト
で
、
過
去
の
推
移
か
ら
み
て
ま
ず
ま
ず
と
み
て
よ
い
と
思
わ

れ
る
。
耕
地
の
田
畑
別
内
訳
を
み
る
と
、
田
が
一
八
九
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
二
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
減
、
畑
は
、
二
六
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
三

六
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
減
と
大
幅
な
減
少
で
あ
る
。
畑
の
内
訳
で
は
、

樹
園
地
が
半
減
し
て
い
る
の
に
対
し
、
普
通
畑
は
、
三
人
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
み
る
と
、
主
と
し
て
水
田
転
作
等
に
よ
り
田
が
普
通
畑

と
し
て
使
用
さ
れ
、
樹
園
地
か
ら
林
地
へ
と
移
行
し
た
こ
と
が
窺

え
る
。
ま
た
、
耕
作
放
棄
抱
も
、
最
近
目
立
っ
て
増
え
て
来
て
い

る
。作

物
別
の
作
付
延
べ
面
積
の
表
を
み
る
と
、
水
田
転
作
等
に
よ

り
水
稲
が
減
少
し
て
い
る
ほ
か
、
葉
タ
バ
コ
、
三
極
な
ど
の
工
芸

作
物
や
桑
(
養
蚕
)

の
激
減
が
目
立
つ
が
、
一
方
で
は
、
夏
秋
野

菜
が
増
加
し
て
い
る
の
は
特
記
す
べ
き
事
柄
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
林
野
面
積
は
、
一
万
二
一
八
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

(
林
野
率

九
〇
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
)
と
二
五
人
ヘ
ク
タ
ー
ル
増
加
し
て
お
り
、

こ
の
こ
と
か
ら
、
耕
地
か
ら
林
地
へ
の
転
用
が
進
ん
だ
こ
と
が
窺

え
る
。
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第2編 産業経済

年度別経営状況調

年 度 
昭和55年 昭和60年 平成2 年 

区 別 

水 田 211胎 202ぬ 189ha 

畑 305 292 269 

計 516 494 458 

農 家 戸 数 787戸 665戸 569戸 

一 戸 当 耕 地 面 積 0.7ha 0.7ね 0.8血 

耕転機(牽引型を含む) 631台 640台 677台 

動 力 噴 霧 機 

〉

445台 450台 239台 

動 力 撒 粉 機 

田 植 機 69 75 178 

刈 取 機 183 200 316 

米 乾 燥 機 68 75 126 

自脱型コ ンバ イ ン 26 35 78 

「農業センサス」

耕地面積
(単位 ha)

年 次 田 畑 計 普通畑 樹園地 合 計 

昭和 35年 252 505 
- ー 

757 

40 267 498 307 191 765 

45 270 462 299 163 732 

50 213 305 140 165 518 

55 211 305 144 161 516 

60 202 292 186 106 494 

平成 2年 189 269 182 87 458 
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年次別農業統計

作 物 名 

昭 和 55 年 昭 和 60 年 平 成 2 年 

作付面積 収穫量 作付面積 収穫量 作付面積 収穫量 
麦 類 Oha Ot 1ha 2t 1ね 1t 

甘 藷 3 43 3 48 3 47 

馬 鈴 薯 17 197 17 298 7 120 

とうもろこし 26 130 3 90 34 153 

大 豆 25 27 24 38 22 24 

小 豆 12 12 10 10 16 14 

大 根 33 1,140 33 1,290 36 788 

き ゅ う り 2 29 2 36 2 40 

か ぼ ち ゃ 2 34 2 36 2 36 

ト マ ト 1 80 1 53 2 88 

ピ ー マ ン ー ー 
1 24 5 175 

キ ャ
ベ ツ 5 133 6 170 7 145 

は く さ い 2 40 2 40 2 50 

ホウ レン草 6 58 4 27 2 12 

さやいんげん 一 ー 
1 6 3 18 

果 樹 39 66 31 89 19 17 

肉 用 牛 - 
280 

一 
261 45戸 145 

果樹は主に梅、粟である(農業統計はすべて農家の申告に基づく)。

60年( )及び2年とうもろこしは、未成熟。 2年果樹は、梅を含まず。

二

就
業
人
口
の
動
態

44

世
界
情
勢
や
日
本
の
経
済
が
激
動
し
た
こ
の
一
〇
年
間
に
、
美

川
村
の
産
業
構
造
に
も
少
な
か
ら
ぬ
変
動
が
あ
っ
た
こ
と
を
別
表

は
示
し
て
い
る
。
人
口
減
少
に
加
え
、
急
速
な
高
齢
化
に
よ
り
、

就
業
人
口
の
減
少
は
、
総
人
口
の
減
少
率
二
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
対

し
、
三
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
大
幅
な
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

構
成
比
を
み
る
と
、
一
〇
年
間
で
第
一
次
産
業
が
減
少
し
、
第

二
次
・
第
三
次
が
増
え
、
均
衡
化
し
て
い
る
。

農
業
を
み
る
と
、
実
に
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
激
減
で
、
構
成
比

で
も
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
二
四
パ
ー
セ
ン
ト
へ
急
落
し
て
い

る
。
一
方
、
林
業
の
従
事
者
は
、
若
干
増
加
し
て
い
る
の
が
特
筆

さ
れ
る
。

ま
た
、
建
設
業
も
一
〇
年
で
約
一
〇
〇
人
の
減
少
と
な
っ
て
い

る
。



第2編 産業経済

産業別就業人口

(単位 人)

年 別 昭和55年 昭和60年 平成2 年 

総 数 2,085 1,863 1,408 

第 農 業 834 657 342 

一 
1 17 115 

次 産 業 

漁 業 1 1 2 

計 944 795 459 

第 鉱 業 1 1 
ー 

建 設 業 388 357 289 

次 産 業 

製 造 業 182 196 193 

計 571 554 482 

第 
卸 売 小 売 業 165 136 142 

融・ ・ 

63 64 59 一 
∪● 葺 

次 サ ー ビ ス 253 239 186 

産 業 

公 務 83 73 80 

計 564 512 467 

国勢調査による。 (55年は6人の分類不能がある。 )

農家戸数の推移
(単位 戸)

区 分 
昭和 35年 40 45 50 55 60 平成 2年 

総 農 家 数 1,215 1,066 964 796 787 665 569 

専 専 業 79 130 134 98 119 154 122 

兼 第一種兼業 722 544 369 222 160 108 126 

別 第二種兼業 414 392 461 476 508 403 321 

経 例外規定 3 29 
ー 一 ー - - 

営 0.3ha未満 299 268 322 262 322 254 215 

耕 0.3へ0.5 296 266 225 201 159 165 134 

地 0.5へ1.0 425 368 289 243 214 167 161 

規 1.0へ1.5 147 115 104 76 67 60 46 

模 1.5へ2.0 36 17 21 13 20 14 8 

別 2.Oha以上 9 3 3 1 5 5 5 
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第
二
章

農

第
一
節

作
目
別
動
向

一

米

村
内
の
平
成
五
年
産
水
稲
作
付
面
積
は
一
三
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
、
昭
和
五
九
年
に
比
べ
て
一
九
ヘ
ク
タ
ー
ル

(
約
一
二
パ
ー
セ

ン
ト
)

の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
政
府
買
入
価
格
に
つ
い

て
は
、
六
〇
年
以
降
徐
々
に
値
下
が
り
し
、
平
成
五
年
買
入
価
格

で
は
、
比
較
し
て
六
〇
キ
ロ
あ
た
り
二
四
四
八
円
の
値
下
げ
と

な
っ
た
。

平
成
五
年
、
水
稲
の
作
柄
は
戦
後
最
低
と
い
う
記
録
的
な
不
作

と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
引
金
と
な
り
、
七
年
余
り
繰
り
広
げ
ら

れ
て
き
た
「
ガ
ッ
ト
・
ウ
ル
グ
ァ
イ
ラ
ウ
ン
ド
」
農
業
交
渉
が
平

成
五
年
末
に
合
意
に
達
し
、
、
、
、
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス

(
最
低
輸
入
量
)

の
受
け
入
れ
に
よ
り
、
農
家
経
済
及
び
農
村
を
と
り
ま
く
情
勢
に

大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
。

ま
た
、
米
の
一
部
市
場
開
放
と
国
内
産
の
米
不
足
に
よ
り
、
消

費
者
の
間
で
は
、
米
の
緊
急
輸
入
に
よ
る
混
乱
、
外
国
産
米
に
対

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
も
手
伝
っ
て
「
平
成
の
米
騒
動
」
と
も
い

わ
れ
た
。

前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
本
村
に
お
け
る
水
稲
作
付
面
積
は
、

午
年
減
少
傾
向
に
あ
り
、
収
穫
量
に
お
い
て
も
、
面
積
に
比
例
し

減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
農
業
者
の
高
齢
化
に
よ
る
耕
地
利
用

の
低
下
、
低
収
田
へ
の
植
林
な
ど
、
米
以
外
の
作
物
に
転
換
さ
れ

て
き
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

こ
う
し
た
中
で
、
平
成
五
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
水
田
営
農

活
性
化
対
策
は
、
水
稲
作
と
転
作
を
通
じ
た
生
産
性
の
高
い
営
農

の
確
立
、
更
に
は
、
農
家
の
担
い
手
が
減
少
し
て
い
く
な
か
、
二

一
世
紀
を
展
望
し
た
担
い
手
の
育
成
を
図
る
な
ど
、
主
要
な
基
幹

作
物
で
あ
る
水
稲
の
安
定
的
な
供
給
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
が
急

務
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
今
後
は
外
国
産
米
に
対
す
る
理
解
を

深
め
、
地
域
農
業
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

ヽ

○

-
∨
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第2編 産業経済

水稲の作付面積と収穫量

年 次 

美 川 村 愛 媛 県 

作付面積 
10a当た り収穫量 

収穫量 作付面積 
10a当た り収穫量 

収 穫 量 

昭和35年 222ha 339kg 750t 42,100ね 396kg 166,600t 

40 242 368 891 39,700 412 163,600 

45 221 398 880 33,000 406 134,000 

50 187 392 733 29,900 455 136,000 

55 160 306 490 25,600 386 98,800 

59 155 447 694 24,200 490 118,600 

60 155 438 679 24,300 486 118,100 

61 152 436 664 23,900 472 112,800 

62 149 418 623 22,000 464 102,100 

63 145 433 629 21,500 479 103,000 

平成元年 143 428 613 21,200 469 99,400 

2 138 423 584 20,900 420 87,800 

3 145 426 618 20,500 438 89,800 

4 135 425 574 20,800 485 100,900 

5 136 343 466 21,200 408 86,500 

「農作物調査」の結果による。

米の政府買入価格
(60kg玄米)

年 度 

政 府 買 入 価 格 

等 等 

昭和50年 15,616円 13,002円 

55 17,736 16,416 

60 18,714 17,394 

61 18,712 17,392 

62 17,600 16,280 

63 16,772 15,452 

平成元年 16,774.62 15,454.62 

2 16,534 15,214 

3 16,428 15,108 

4 16,430 15,110 

5 16,266 14,946 

昭和53年以後は等級改訂による新等級(1等は旧の1へ3等、 3等は旧の5等)で

ある。

価格は、包装(紙袋)代を加えた金額である。
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転作等実績書

事業名 項目 

水田利用再編対策 水田農業確立対策(前期対策) 

昭和59年度 60年度 61年度 62年度 63年度 成元年度 

目 標面積ha 34.60 33.20 34.60 45.10 45.10 45.10 

実績面積胎 34.80 35.39 36.38 45.90 45.92 46.39 

達 成 率 % 100 106 105 101 102 103 

内 訳 

特例作物血 7.63 8.98 7.28 16.36 18.05 16.66 

永年性作物 
ha 1.68 1.44 1.28 1.82 2.08 2.88 

一般作物血 18.02 17.98 18.39 16.69 15.72 15.28 

実績算入胎 4.03 5.70 9.02 10.62 11.56 12.76 

他用途利用 
米胎 3.44 1.29 0.41 0.41 0.41 0.41 

〃(鴫) (13,770) (5,070) (1,620) (1,620) (1,620) (1,620) 

事業名 項目 

水田農業確立対策(後期対策) 水田営農活性化対策 

成2年度 3年度 4年度 5年度 6年度 7年度 

目 標面積ね 48.8 48.8 46.8 50.2 50.1 

実績面積ha 49.5 52.2 49.7 51.0 50.1 

達 成 率 % 101 107 106 102 100 

内 訳 

特例作物ね 16.8 17.1 19.5 18.5 16.8 

永年性作物 
ha 2.5 5.5 3.1 3.2 3.2 

一般作物胎 13.3 11.4 8.1 6.4 6.0 

実績算入ね 14.4 15.7 16.5 20.4 24.1 

他用途利用 
米脇 2.5 2.5 2.5 2.5 

〃(鳴) (10,050) (10,050) (10,050) (10,050) 

注)平成6年度は、当初計画の数字とする。

特例作物の面積のうちに、自己保全管理田を含む。
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農作物作付延べ面積
(単位 ha)

作 物 名 昭和35年 40 45 50 55 60 平成2年 

稲 241 263 228 188 160 155 138 

麦 類 172 56 33 2 0 1 1 

い も 類 79 76 36 22 20 20 10 

雑 穀 181 114 53 7 10 15 14 

豆 類 65 70 57 45 43 42 41 

果 樹 2 14 39 37 39 32 30 

野 菜 28 38 63 72 102 98 110 

工芸農作物 543 218 160 125 78 99 55 

桑 3 55 82 62 49 24 12 

飼(肥)料作物 6 5 7 
ー 

141 148 164 

そ の他作物 ー - ー ー ー ー 
3 

計 1,320 909 758 560 642 634 578 

耕 地 面 積 757 765 732 518 516 494 458 

耕地利用率 174.4 118.8 103.6 108.1 124.4 128.3 126.2 

その他作物は、花き・花木・種苗等
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二

葉
た
ば
こ

国
の
行
政
改
革
に
伴
い
、
日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社
が
発
足

し
、
国
際
競
争
時
代
を
迎
え
、
葉
た
ば
こ
の
価
格
に
つ
い
て
は
、

た
ば
こ
事
業
法
に
基
づ
き
、
日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社
が
葉
た

ば
こ
審
議
会
に
諮
り
、
そ
の
意
見
を
尊
重
し
て
、
耕
作
者
と
契
約

を
締
結
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
外
国
産
と
の
競
争

が
激
し
く
な
り
、
価
格
に
お
い
て
も
低
迷
を
続
け
、
村
の
耕
作
者

の
減
少
が
急
激
に
進
み
、
わ
ず
か
一
〇
年
間
で
六
人
(
八
〇
パ
ー

セ
ン
ト
減
)

の
生
産
者
と
な
り
、
葉
た
ば
こ
生
産
組
合
組
織
の
維

持
も
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
の
生
産
者
も
高
齢

化
が
す
す
み
、
長
期
の
見
通
し
が
厳
し
い
の
が
現
状
で
あ
る
。



葉たばこ耕作実績

年 次 農家数 作付面積 収穫量 販売金額 kg当た り単価 

10a 当たり 

収穫量 販売単価 

昭和50年 

戸 a kg 円 円 kg 円 

47 2,779.0 75,725.0 96,255,590 1,271 264 346,368 

55 39 2,393.0 53,052.5 95,483,120 1,800 222 399,010 

60 30 1,929.5 43,075.0 75,030,463 1,742 223 388,860 

61 28 1,910.5 46,943.0 80,654,730 1,718 246 422,166 

62 23 1,648.6 41,104.5 67,265,950 1,636 249 408,019 

63 23 1,700.6 35,520.5 61,581,000 1,734 209 362,113 

平成元年 12 1,011.7 21,375.5 40,402,350 1,890 211 399,351 

2 11 906.0 21,599.5 39,462,555 1,827 238 435,569 

3 10 814.0 19,613.0 35,365,195 1,803 241 434,462 

4 6 400.0 11,784.5 22,789,310 1,934 295 569,733 

5 6 368.0 8,336.5 16,401,080 1,967 227 445,682 

三

養

養
蚕
は
、
昭
和
四
五
年
ご
ろ
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
山
間
産
業
と

し
て
の
位
置
づ
げ
を
さ
れ
て
い
た
が
、
繭
価
の
低
迷
と
高
齢
化
に

よ
る
生
産
戸
数
の
減
少
が
続
き
、
昭
和
六
〇
年
に
は
昭
和
四
五
年

の
ピ
ー
ク
時
か
ら
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
し
、
昭
和
六
〇
年
か
ら

現
在
ま
で
に
八
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
少
と
な
り
、
現
在
一
〇
戸
の

生
産
戸
数
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
桑
園
面
積
は
、
過
去
一
〇
年
で
四
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
減

少
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
掃
立
量
は
八
人
パ
ー
セ
ン
ト
の

減
少
と
な
っ
て
お
り
、
養
蚕
技
術
は
進
歩
し
た
が
、
桑
園
が
老
朽

化
し
て
量
的
に
飼
育
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
の
も
現
状
で
あ
る
。

ま
た
、
養
蚕
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
平
成
五
年
度
、
六
年
度
の

二
か
年
、
県
事
業
の
養
蚕
女
性
グ
ル
ー
プ
育
成
事
業
を
実
施
し
、

西
古
味
地
区
の
桑
園
の
改
植
と
、
グ
ル
ー
プ
の
組
織
強
化
を
図
る

事
業
(
事
業
実
施
主
体
、
久
万
農
協
)
を
行
っ
た
。

今
後
の
養
蚕
経
営
は
、
県
蚕
糸
組
合
が
廃
止
さ
れ
、
農
協
へ
吸

収
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
、
繭
価
格
等
の
高
値
が
な
い
限
り
経
営
と

し
て
成
り
立
た
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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養蚕実績

年 次 農家数 桑園面積 掃立卵量 収繭量 1戸当たり 掃立量 箱当たり 収繭量 

昭和45年 206戸 82ぬ 1,371箱 42t 6.7箱 30.3kg 

50 133 52 858 28 6.5 31.0 

55 80 49 565 18 7.1 32.5 

58 62 22 463 16 7.5 33.9 

59 56 22 430 16 7.7 36.8 

60 52 20 339 13 6.5 38.1 

61 44 18 294 11 6.7 36.2 

62 36 17 216 7 6.0 34.3 

63 30 13 166 6 5.5 37.1 

平成元年 26 12 129 4 5.0 34.0 

2 20 12 104 4 5.2 35.2 

3 17 11 93 3 5.5 35.9 

4 12 11 73 3 6.1 40.1 

5 10 11 40 2 4.0 39.3 

四

茶

過
疎
化
と
高
齢
化
に
伴
い
、
昭
和
五
五
年
に
一
六
人
ト
ン
の
生

産
を
上
げ
て
か
ら
生
産
量
は
減
少
し
、
現
在
、
年
間
生
産
量
四
人

ト
ン
ま
で
下
が
っ
た
。
し
か
し
、
生
産
量
の
減
少
の
内
に
は
自
家

消
費
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
も
考
慮
す
る
必
要
も
あ
る
。

一
方
、
平
成
五
年
度
か
ら
、
村
が
施
設
農
業
育
成
事
業
を
実
施

し
、
茶
生
産
に
お
い
て
も
、
霜

茶の作付面積及び生産数量

年 次 作付面積 生産数量 10a当たり 収量 

昭和50年 35 ha 140 t 400kg 

55 35 168 480 

60 35 90 257 

平成2年 20 67 335 

5 臆19 48 253 

除
け
の
施
設
補
助
を
行
い
、
品

質
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
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茶 防霜施設

こ
と
と
な
り
、
生
産
は
打
ち
切
ら
れ
、
同
じ
こ
ろ
作
付
ら
れ
て
い

た
夏
秋
キ
ャ
ベ
ツ
へ
と
栽
培
が
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

昭
和
六
三
年
に
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
生
産
農
家
一
九
戸
、
二
・
七
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
生
産
量
一
〇
〇
ト
ン
を
平
成
元
年
ご
ろ
ま
で
続
け
て

い
た
が
、
高
齢
化
に
伴
い
生
産
者
数
は
減
少
し
、
平
成
五
年
度
に

は
栽
培
面
積
二
・
一
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
人
名
の
生
産
者
と
な
っ

た
。
ま
た
、
平
成
四
年
度
に
は
、
地
元
か
ら
の
要
請
に
よ
り
、
効

52

五

野

キ
ャ
ベ
ツ

県
が
推
奨
す
る
「
一
村
一
品
運
動
」

の
特
産
銘
柄

と
し
て
注
目
を
受
け
て
い
た
夏
秋
レ
タ
ス
は
、
六
〇
年
よ
り
本
格

栽
培
が
始
ま
っ
た
が
、
栽
培
二
年
日
ご
ろ
よ
り
鉄
分
過
多
に
よ
る

土
壌
障
害
(
赤
心
)
等
の
発
生
が
始
ま
り
、
本
村
に
は
適
し
な
い

二箆地区 キャベツ畑
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用
促
進
型
農
業
改
善
構
造
事
業
で
、
二
箆
地
区
へ
鉄
骨
ス
ト
レ
ー

ト
葺
き
、
一
二
九
平
方
メ
ー
ト
ル
の
野
菜
集
出
荷
施
設
を
建
築

し
、
労
働
の
省
力
化
を
図
っ
た
。

ピ
ー
マ
ン

夏
秋
ピ
ー
マ
ン
に
つ
い
て
は
、
高
齢
化
に
伴
う
新

規
作
目
で
、
久
万
農
協
が
取
り
組
み
、
平
成
二
年
人
月
㊨
ピ
ー
マ

ン
と
し
て
国
の
産
地
指
定
を
受
け
た
。

本
村
に
お
い
て
も
、
平
成
三
年
度
、
野
菜
花
き
銘
柄
産
地
育
成

ピーマン雨よけ施設

対
策
事
業
に
よ
り
、
栽
培
面
積
一
・
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
受
益
者
二

九
戸
を
栽
培
品
種
「
京
波
」
を
対
象
と
し
て
、
事
業
費
約
一
五
〇

〇
万
円
(
補
助
内
訳
、
県
六
分
の
二
、
村
六
分
の
一
、
農
協
六
分
の
三
)

を
投
入
し
実
施
し
た
。
夏
秋
ピ
ー
マ
ン
の
雨
よ
け
ハ
ウ
ス
の
リ
ー

ス
に
よ
る
栽
培
を
確
立
し
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
五
年
度
に
は
、

販
売
高
一
億
円
突
破
記
念
大
会
を
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
開
催
し
た
。
ま
た
、
平
成
五
年
度
か
ら
、
村
が
施
設
農
業
育

成
事
業
を
実
施
し
、
雨
よ
け
ハ
ウ
ス
、
潅
水
設
備
、
防
風
施
設
等

の
補
助
を
行
い
、
農
業
の
振
興
を
図
っ
て
い
る
。

だ
い
こ
ん

大
根
の
生
産
に
つ
い
て
は
、
大
谷
地
区
に
集
中
し

て
お
り
、
生
産
者
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、
個
選
・
個
人

出
荷
で
は
あ
る
も
の
の
、
生
産
組
織
は
確
立
さ
れ
て
お
り
、
生
食

用
夏
秋
大
根
と
し
て
の
産
地
化
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

平
成
三
年
ご
ろ
よ
り
、
消
費
者
の
需
要
が
自
首
大
根
か
ら
青
首

大
根
へ
と
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
生
産
さ
れ
る
大
根
も
全

て
青
首
大
根
と
な
っ
て
き
た
。
現
在
、
生
産
農
家
一
四
戸
、
一
六

ヘ
ク
タ
ー
ル
程
度
の
作
付
が
行
わ
れ
て
お
り
、
出
荷
先
も
、
高
知

市
場
か
ら
松
山
市
場
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
当
地
域
も

高
齢
化
が
進
み
、
軽
量
作
物
の
ピ
ー
マ
ン
や
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
へ

の
取
り
組
み
も
始
ま
っ
た
。
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大谷地区 大根畑

(
桃
太
郎
)
の
改
良
に
よ
り
、
生
産
農
家
も
三
戸
に
増
え
、
パ
イ
プ

ハ
ウ
ス
や
A
P
ハ
ウ
ス
に
よ
る
、
専
業
的
な
ト
マ
ト
生
産
農
家
が

育
っ
て
き
た
。

平
成
三
年
人
月
に
は
、
美
川
の
夏
秋
ト
マ
ト
も
国
の
指
定
産
地

に
含
ま
れ
、
生
産
者
も
意
欲
に
燃
え
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
久

万
農
協
全
体
の
販
売
高
も
一
〇
億
円
を
突
破
し
、
㊧
ト
マ
ト
の
産

地
を
不
動
の
も
の
と
し
た
。

54

平
成
四
年
度
よ
り
、
新
し
い
愛
媛
農
業
確
立
運
動
の
重
点
地
区

と
し
て
と
り
あ
げ
、
農
業
改
良
普
及
所
・
農
協
等
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
、
大
根
の
品
種
選
定
、
先
進
栽
培
技
術
等
の
確
立
を
目
指

し
て
い
る
。

ト
マ
ト

昭
和
六
〇
年
頃
ま
で
は
、
五
̃
六
戸
の
農
家
が
栽
培

を
行
っ
て
い
た
が
、
単
価
的
に
安
く
、
ほ
と
ん
ど
の
農
家
が
他
の

作
物
に
切
り
替
え
た
。
し
か
し
、
昭
和
六
二
年
ご
ろ
よ
り
品
種
等

トマト雨よけハウス栽培
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本
村
の
生
産
農
家
は
、
現
在
三
戸
、
栽
培
面
積
は
五
一
ア
ー
ル

で
経
営
が
行
わ
れ
て
お
り
、
平
成
五
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
施

設
農
業
育
成
対
策
事
業
の
活
用
を
行
い
、
今
後
、
栽
培
農
家
の
戸

数
が
増
え
る
こ
と
を
望
み
た
い
。

花

き

花
さ
は
、
こ
れ
ま
で
も
何
度
か
有
志
に
よ
る
栽
培
が

試
み
ら
れ
、
ス
カ
シ
ユ
リ
、
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
、
宿
根
カ
ス
、
、
、
ソ
ウ

等
、
あ
る
程
度
の
生
産
も
行
わ
れ
た
が
、
産
地
化
ま
で
に
は
至
ら

トルコギキョウ

な
か
っ
た
。

村
、
農
業
改
良
普
及
所
、
農
協
が
中
心
と
な
っ
て
、
軽
量
作
目

で
あ
る
花
き
(
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
)
を
選
定
し
、
平
成
五
年
四
月
に

二
〇
歳
代
一
人
、
四
〇
歳
代
二
人
、
六
〇
歳
代
一
人
(
う
ち
女
性

が
二
人
)

の
四
名
で
、
美
川
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
産
地
化
研
究
会
を

発
足
し
、
二
〇
歳
代
の
栄
代
卓
二
さ
ん
が
一
年
の
栽
培
経
験
を
生

か
し
て
リ
ー
ダ
ー
役
を
務
め
、
栽
培
が
始
ま
っ
た
。

栽
培
面
積
は
ハ
ウ
ス
二
〇
ア
ー
ル
で
、
品
種
は
白
地
に
紫
の

「
あ
す
か
の
波
」
、
ピ
ン
ク
の
縁
取
り
の
「
あ
す
か
の
粧
」
の
二
品

種
で
行
っ
た
。
し
か
し
、
定
植
時
期
か
ら
の
異
常
気
象
で
、
日
照

不
足
と
台
風
の
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
を
受
け
、
結
果
は
思
わ
し
く
な

か
っ
た
が
、
総
本
数
の
約
半
数
、
三
万
本
の
切
花
の
出
荷
を
行
っ

た
。平

成
六
年
は
、
三
名
で
約
二
〇
ア
ー
ル
の
作
付
を
行
う
計
画
で

あ
る
が
、
今
後
、
農
業
振
興
を
図
っ
て
い
く
う
え
に
お
い
て
、
若

者
、
高
齢
者
、
女
性
向
け
の
作
目
と
し
て
の
期
待
は
大
き
い
。

六

四
国
カ
ル
ス
ト
大
川
嶺
牧
場

大
川
嶺
牧
場
は
、
四
国
カ
ル
ス
ト
地
区
国
営
草
地
開
発
事
業
に
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よ
り
開
発
さ
れ
た
も
の
で
、
乳
用
、
肉
用
牛
の
夏
季
放
牧
に
よ
る

公
共
育
成
牧
場
と
し
て
経
営
さ
れ
て
い
る
。

地
域
畜
産
振
興
と
広
域
共
同
利
用
を
図
る
こ
の
事
業
は
、
国
が

昭
和
四
一
年
度
か
ら
四
四
年
度
に
調
査
計
画
し
、
四
五
年
度
に
全

体
実
施
計
画
、
四
六
年
度
に
事
業
着
工
総
事
業
費
三
二
億
五
〇
〇

〇
万
円
を
か
け
、
五
四
年
度
に
、
二
二
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
牧
場
が

完
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

日

最
近
の
大
川
嶺
牧
場
の
現
状

本
牧
場
は
、
四
国
カ
ル
ス
ト
高
原
の
北
端
に
位
置
し
、
標
高
九

〇
〇
̃
一
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
あ
り
、
晴
れ
た
日
に
は
瀬
戸
内
海

が
、
ま
た
、
霊
峰
石
鎚
山
を
始
め
、
四
国
連
山
が
一
望
で
き
る
。

こ
の
大
川
嶺
一
帯
に
は
、
三
業
ツ
ツ
ジ
が
群
生
し
、
五
月
に

は
、
放
牧
牛
と
、
ツ
ツ
ジ
の
花
、
新
緑
が
映
え
て
素
晴
し
い
景
観

を
呈
す
る
。

牧
場
に
隣
接
し
て
、
ス
キ
ー
場
、
キ
ャ
ン
プ
場
、
村
営
の
宿
泊

施
設
白
銀
荘
等
が
あ
り
、
四
季
を
通
じ
て
、
大
自
然
が
満
喫
で
き

る
こ
と
か
ら
、
畜
産
振
興
が
主
目
的
で
は
あ
る
が
、
近
年
観
光
牧

場
と
し
て
も
機
能
し
っ
つ
あ
る
。

臼
一
〇
年
間
の
牧
場
事
業
の
概
要

1

事
業
名

平
成
四
年
度
公
共
牧
場
機
能
強
化
事
業
(
ふ
れ
あ
い
牧

場
)

2

事
業
量
及
び
事
業
費

イ

草
地
整
備
改
良

一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

一
一
六
七
一
〇
〇
〇
円

口

運
搬
車
(
二
ト
ン
車
)

一
台

二
一
三
一
二
〇
〇
〇
円

ハ

環
境
保
全
施
設
整
備

56

自然と共生する放牧牛

大川嶺牧場
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桜
植
樹
他

二
八
九
九
〇
〇
〇
円

日

放
牧
事
業
の
概
要

/
大
川
嶺
牧
場
事
業
の
推
移

業 場 大 業 場 大 
の 乾 川 の 放 川 

推 燥 嶺 推 牧 嶺 
移 事 牧 移 事 牧 / 

採 

年 度 

延 放 放 

年 度 

延 頭 

放 放 

年 度 

一 
頭 

競,/ 五 
ha 積 数 数 問 数 数 間 

四 
生 産 

昭 一 四 平 一 四 昭 

和 六 

○ ヽ 

一〇月 七月二 
成 四 

九 ヽ 

一〇月 人月二 和 六 

ノ\ ト 旦 〇 年 

四 
二一九 日七日 年 五 四 九 〇 七二四 日七日 〇 年 

ン’ 
里 

度 六 頭 間 日( 度 
五頭 

頭 問 日 ̃ 度 

四 
生 産 

昭 
一 五 平 一 五 昭 

和 六 

ヽ 

一〇月 七月一 
成 五 

○ ヽ 

一〇月 六月 和 六 

六 ト 一旦 年 
○ 五 

〇二〇 日六日 年 5 五 四 七一四 日七日 年 
ン/ 

旦 
度 六 頭 間 自 ら 度 ○ 頭 問 自 ら 度 

五 
生 産 

昭 一 五 昭 
和 

ヽ 

一〇月 和 
六 六 六 

七 
一 

六 六 
一 

ト 上∃_ 年 一 六 日 九 日 年 
ン’ 
旦 

度 六 頭 間 口) 度 

生 
昭 一 一 五 昭 

和 六 

九 ヽ 

一〇月 六月 和 六 

七 ト 産 一旦 言 五 六 七一二二 日五日 言 
ン′ 

里 
度 頭 間 日1 度 

生 
平 一 四 平 

成 

ヽ 五 

一〇月 成 

う 
産 元 

七月_ 九‾九 
元 

ト 一旦 年 六 ノ\ 日 四 日 年 
ン’ 

一室圭 

度 頭 間 日 ̃ 度 

生 産 

平 一 五 平 

成 
四 ヽ 

一〇月 七月 
成 

四 ト _畠. 
年 

五 人 

ノ\ 

日 人 目 年 
ン’ 

里 
度 一 

頭 間 口 ̃ 度 

中 

生 産 

平 一 四 平 

成 
五 ヽ 

一〇月 七月三 

成 

止 ー∈己 
年 ノ\ 

ノ\ 

〇一〇 日六日 年 
一里1 

度 頭 間 日( 度 
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七

そ

の

他

菌
床
し
い
た
け

菌
床
し
い
た
げ
の
特
長
は
、
菌
床
は
原
木
に

比
べ
て
小
型
か
つ
軽
量
で
あ
る
た
め
、
労
働
力
が
軽
減
さ
れ
る
こ

と
・
栽
培
の
省
力
化
が
図
れ
る
こ
と
・
作
業
の
機
械
化
が
容
易
で

あ
る
こ
と
・
生
産
に
必
要
な
土
地
の
面
積
が
少
な
く
て
す
む
こ

と
・
環
境
を
制
御
す
る
こ
と
に
よ
り
計
画
生
産
が
可
能
で
あ
る
こ

と
な
ど
の
利
点
が
あ
る
。

こ
れ
ら
に
着
目
し
た
村
内
有
志
が
、
平
成
四
年
よ
り
六
戸
の
農

家
が
共
同
で
、
郡
内
で
使
わ
れ
て
い
た
菌
床
ブ
ロ
ッ
ク
製
造
機
械

の
収
量
で
あ
り
、
今
後
、
技
術
が
確
立
さ
れ
れ
ば
、
平
均
収
量
の

七
̃
人
パ
ッ
ク
は
生
産
で
き
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

最
近
、
先
進
地
の
徳
島
や
島
根
と
い
っ
た
地
域
で
、
菌
床
し
い

た
げ
栽
培
を
積
極
的
に
導
入
す
る
産
地
が
増
え
て
お
り
、
早
期
の

技
術
確
立
が
望
ま
れ
る
。

第
二
節

農
業
振
興
事
業

一

農
地
造
成
等
補
助
事
業

58

菌床しいたけ

を
譲
り
受
け
、
有
枝
に
簡
易
施

設
を
作
り
、
年
間
二
万
六
〇
〇

〇
ブ
ロ
ッ
ク
の
製
造
を
行
い
、

各
農
家
が
栽
培
用
パ
イ
プ
ハ
ウ

ス
を
整
備
し
、
生
し
い
た
げ
生

産
を
始
め
た
。

平
成
五
年
に
は
一
三
・
二
ト

ン
の
生
産
を
行
っ
た
が
、
一
ブ

ロ
ッ
ク
当
た
り
三
・
四
パ
ッ
ク

本
事
業
は
、
美
川
村
の
農
業
者
等
が
、
二
一
世
紀
の
農
業
を
展

望
し
、
農
地
造
成
圃
場
整
備
等
を
行
う
事
業
に
要
す
る
経
費
に
対

し
、
村
長
が
認
定
す
る
額
に
対
し
、
村
単
独
補
助
金
を
交
付
す
る

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
事
業
は
、
昭
和
六
二
年
度
か
ら
施
行

さ
れ
、
利
用
し
た
農
業
者
は
、
現
在
ま
で
で
二
名
で
あ
り
、
今
後

こ
れ
ら
の
事
業
を
有
効
に
活
用
し
、
集
約
型
施
設
や
労
働
の
省
力

化
等
が
進
む
こ
と
を
期
待
し
、
一
層
の
推
進
を
図
り
た
い
。

(
補
助
額
)

農
地
造
成
(
畑
を
達
成
す
る
場
合
)
補
助
対
象
事
業
費
の
一
〇

分
の
六
以
内
。
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農地造成等補助事業実施状況

年 度 種 目 整備面積 事業費 作付種類 

昭和63 農地造成 畑625壷,山林7,283ぜ 9,791請 588千円 キャベツ栽培 

田1,883ぜ 

平成元 農地造成 山林4,000Ⅱ子 4,000重㌔ 456千円 キャベツ栽培 

水
田
及
び
畑
の
圃
場
整
備
は
、
補

助
対
象
事
業
費
の
一
〇
分
の
六
以

内
。

農地造成地でのキャベツ栽培(二箆地区)

二

施
設
農
業
育
成
事
業

本
村
の
基
幹
作
目
で
あ
る
米
の
土
地
利
用
型
作
物
は
、
近
年
の

過
疎
化
と
高
齢
化
に
よ
り
、
規
模
拡
大
が
困
難
と
な
っ
た
。
ま

た
、
一
世
を
風
靡
し
た
葉
た
ば
こ
や
養
蚕
は
、
円
高
に
よ
る
輸
入

製
品
の
増
加
に
伴
い
、
価
格
の
低
迷
が
続
き
、
経
営
維
持
が
難
し
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く
な
り
激
減
し
た
。
こ
れ
ら
が
要
因
と
な
り
、
農
家
の
生
産
意
欲

は
低
迷
を
続
け
て
い
る
。
こ
の
状
態
を
脱
却
す
る
た
め
の
土
地
集

約
(
労
働
集
約
)
型
の
施
設
農
業
に
転
換
し
、
そ
の
生
産
拡
大
と

品
質
向
上
を
行
い
、
農
家
所
得
の
向
上
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。①

事
業
内
容

新
規
又
は
増
設
に
よ
る
施
設
農
業
生
産
に
要
す
る
経
費
を
助
成
す

る
。

②
対
象
事
業

対
象
事
業
費
三
〇
万
円
以
上
五
〇
〇
万
円
以
下

一

ト
マ
ト
(
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
、
涯
水
・
防
風
及
び
防
除
資
材
)

二

ピ
ー
マ
ン

(
育
苗
ハ
ウ
ス
、
簡
易
ハ
ウ
ス
、
溢
水
・
防
風
及

び
防
除
資
材
)

三

茶
(
防
霜
施
設
)

四

花
き
(
鉄
骨
及
び
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
、
暖
房
機
、
冷
蔵
庫
、
潜

水
・
防
風
及
び
防
除
資
材
)

五

菌
床
し
い
た
げ
(
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
、
被
履
施
設
、
棚
資
材
、

暖
房
機
、
冷
蔵
庫
、
水
槽
、
防
風
資
材
)

③
補
助
率

三
〇
万
円
か
ら
三
〇
〇
万
円
の
事
業
は
、
事
業
費
の
六
〇
%
以

内
、
三
〇
〇
万
一
〇
〇
〇
円
か
ら
五
〇
〇
万
円
の
事
業
は
、
事
業
費

の
七
〇
%
以
内
。

平成5年度施設農業育成事業実施実績

た
だ
し
、
整
備
後
五
年
間
以
上
使
用
す
る
も
の
と
す
る
。

④
事
業
主
体

60

種 目 戸数 事 業 費 村 補 助 金 自 己 負 担 

ト マ ト 3戸 1,426,177円 854,000円 572,177円 

ヒo
- 「ア ン 2戸 1,854,324 1,111,000 743,324 

菌床しいたげ 5戸 5,611,379 3,681,000 1,930,379 

花 き 2戸 5,997,585 4,098,000 1,899,585 

茶 1戸 1,352,596 811,000 541,596 

合 計 16,242,596 10,555,000 5,687,061 

事
業
主
体
は
農
業
協
同
組
合

と
し
、
事
業
実
施
主
体
は
施
設

農
業
を
経
営
す
る
農
家
と
す
る
。トルコギキョウ栽培風景
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花き栽培用鉄骨ハウス

菌床しいたげパイプハウス

第
三
節

農
業
委
員
会

一
農
業
委
員
会
の
仕
事

ハウス内の菌床ブロック

○
農
業
委
員
会
は
、
そ
の
区
域
内
の
次
に
掲
げ
る
事
項
を
処
理
す

る
。

㈲

農
地
法
そ
の
他
の
法
令
に
よ
り
、
そ
の
権
限
に
属
さ
せ
た

農
地
、
採
草
放
牧
地
、
又
は
、
薪
炭
林
の
利
用
関
係
の
調
整

及
び
自
作
農
の
創
設
維
持
に
関
す
る
事
項
、
並
び
に
農
業
経

営
基
盤
強
化
促
進
法
及
び
特
定
農
山
村
地
域
に
お
け
る
農
林

業
等
の
活
性
化
の
た
め
の
基
盤
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律

に
よ
り
、
そ
の
権
限
に
属
さ
せ
た
事
項

㈲

土
地
改
良
法
そ
の
他
の
法
令
に
よ
り
、
そ
の
権
限
に
属
さ

せ
た
農
地
等
の
交
換
分
合
及
び
こ
れ
に
附
随
す
る
事
項

㈲

前
各
号
の
ほ
か
、
法
令
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
さ
せ
た
事

項

○

農
業
委
員
会
は
、
そ
の
区
域
内
の
次
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す

る
事
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

小

農
地
等
の
利
用
関
係
に
つ
い
て
の
あ
っ
せ
ん
、
及
び
争
議
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の
防
止
に
関
す
る
事
項

㈲

農
地
等
の
交
換
分
合
の
あ
っ
せ
ん
、
そ
の
他
農
地
事
情
の

改
善
に
関
す
る
事
項

㈲

農
業
及
び
農
村
に
関
す
る
振
興
計
画
の
樹
立
、
及
び
実
施

の
推
進
に
関
す
る
事
項

㈲

農
業
技
術
の
改
良
、
農
作
物
の
病
虫
害
の
防
除
、
そ
の
他

農
業
生
産
の
増
進
、
農
業
経
営
の
合
理
化
、
及
び
農
民
生
活

の
改
善
に
関
す
る
事
項

㈲

農
業
生
産
、
農
業
経
営
及
び
農
民
生
活
に
関
す
る
調
査
及

び
研
究

㈲

農
業
及
び
農
民
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
け
い
も
う
及

び
宣
伝

○

農
業
委
員
会
は
、
前
二
項
に
規
定
す
る
事
務
を
行
う
ほ
か
、

そ
の
区
域
内
の
農
業
及
び
農
民
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
意

見
を
公
表
し
、
他
の
行
政
庁
に
建
議
し
、
又
は
、
そ
の
諮
問
に

応
じ
て
答
申
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

前
二
項
の
規
定
は
、
同
項
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
市
町
村

長
、
そ
の
他
の
市
町
村
の
執
行
機
関
の
法
令
の
規
定
に
基
づ
く

権
限
の
行
使
を
妨
げ
な
い
。

二

新
農
政
の
展
開

62

農
水
省
、
農
業
農
村
の
新
た
な
構
造
政
策
ス
タ
ー
ト

㈲

平
成
四
年
六
月
「
新
し
い
食
料
、
農
業
・
農
村
政
策
の
方

向
」

(
い
わ
ゆ
る
「
新
政
策
」
)
を
公
表

新
政
策
の
特
長

①

農
業
・
農
村
の
多
面
的
機
能
の
評
価

②

食
糧
自
給
率
の
低
下
に
歯
止
め
を
か
け
、
そ
の
維
持
向

上
を
打
ち
出
し
た
こ
と
。

③

育
成
す
べ
き
経
営
体
像
を
示
す
と
共
に
、
は
じ
め
て

「
経
営
体
の
育
成
」
を
農
政
の
目
標
に
掲
げ
た
こ
と
。

こ
の
た
め
の
諸
施
策
の
集
中
化
と
農
業
構
造
政
策
の
強

化
。

④

農
村
地
域
(
と
り
わ
け
中
山
間
な
ど
条
件
的
不
利
地
域
)
を

対
象
と
し
た
地
域
政
策
の
確
立

⑤

環
境
に
配
慮
し
た
農
業
の
確
立

⑥

こ
の
方
向
に
沿
っ
た
、
農
業
制
度
・
施
策
の
見
直
し
と

再
構
築

㈲

望
ま
し
い
農
業
経
営
体
像
の
展
望
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①

職
業
と
し
て
選
択
し
得
る
魅
力
と
や
り
が
い
の
あ
る
農

業
経
営

②

他
産
業
に
匹
敵
す
る
労
働
時
間
(
年
間
一
八
〇
〇
̃
二
〇

〇
〇
時
間
)

生
涯
所
得
(
三
〇
年
間
、
二
億
̃
二
億
五
〇
〇
〇
万
)

③
一
〇
年
後
の
個
別
経
営
体
三
五
̃
四
〇
万
戸
(
例
え
ば

土
地
利
用
型
で
一
〇
̃
二
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
)

組
織
経
営
体
四
̃
五
万
戸
(
一
集
落
̃
数
集
落
相
当
)

㈲

新
政
策
二
法
案
の
制
定

新
政
策
の
具
体
化
の
第
一
弾
と
し
て
、
平
成
五
年
六
月
「
農
業

経
営
基
盤
法
」
と
「
特
定
農
山
村
法
」
が
制
定
さ
れ
た
。

特
に
「
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
」

(
農
用
地
利
用
増
進
法

の
改
正
)
は
、
農
業
経
営
の
育
成
・
確
立
に
焦
点
を
当
て
、
こ

れ
ま
で
の
農
地
対
策
を
中
心
と
し
た
構
造
政
策
か
ら
、
経
営
対

策
と
農
地
対
策
を
結
び
つ
け
た
、
新
た
な
構
造
政
策
の
推
進
が

図
ら
れ
た
。

年
度
別
農
業
委
員
名
簿

職
員
名
簿

事 農 事 

〃 

農 事 

職 名 

務地務 局主局 地務 主局 

長 事 長 事 長 

小 高 堀 西 遠 篠 
氏 

椋 橋 尾 森 山 原 

清 
名 

隆 裕 忍 強 豊 損 

〃叢〃 
〃 

〃霜 

職 歴 

六 五 五 五 
三 二 〇 ノ\ 七 五 
年 年 年 年 午 年 
七 四 九 四 四 四 
月 月 月 月 月 月 

))) ̃ ) ̃ 

〃蔑 
〃 

〃霜 
至 六 五 五 
現 三 二 ○ 八 七 
在 午 年 年 午 年 

.●●.」-●_

一 ノヽ二二 ノ\ 

月 月 月 月 月 
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農地の移動状況

農地等の所有権移転処理状況(農地法第3条関係) (単位 a)

区分 年度 

自 作 地 

農 壇 

有 償 無 償 

田 畑 計 田 畑 計 

件数 面 積 件数 面 積 件数 面 積 件数 面 積 件数 面 積 件数 面 積 

59へ63 75 125,802 60 114,796 135 240,598 35 167,082 14 115,215 49 282;297 

元へ5 83 167,082 73 115,215 156 282,297 紬 194,998 19 128,663 53 323,661 

合 計 158 292,8鎚 133 230,011 291 522,895 69 362川80 33 243,878 102 605,958 

農地の転用状況(農地法第4条関係)

地目等 年度 

山 林 宅 地 雑 種 地 

件 数 面 積 件 数 面 積 件 数 面 積 

59へ63 16 38,771 4 1,105 2 1,435 

元へ5 81 213,906 10 11,299 1 316 

計 97 252,677 14 12,404 3 1,751 

所有権移転を伴う転用状況(農地法第5条関係)

地目等 年度 

山 林 宅 地 雑 種 地 

件 数 面 積 件 数 面 積 件 数 面 積 

59へ63 \ 2 396 

元一5 16 5,370 2 1,832 

計 18 5,766 2 1,832 
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